
11/30(水)

10:45～11:15
開会のあいさつ・ミニ講演会

「みんなのSDGs 近大のこれまでとこれから」

近畿大学副学長・建築学部教授 岩前篤

11:20～12:10

基調講演

「伊藤忠商事がチャレンジしている世界でのSDGsビジネスと

日本のファッション産業がチャレンジ中のSDGs化」

伊藤忠商事㈱開発調査部 関西開発調査室代行 信田阿芸子 氏

1970年生まれ。大阪外国語大学イタリア語学科（現・大阪大学）を卒業。伊藤忠商事に入社し、
2007年に伊藤忠ファッションシステムに出向。一般社団法人日本ファッション ・ ウィーク推進機構国際ディレ
クターとして、世界各都市で日本ブランドのプロモーションイベントなどを実施し、日本のデザイナー、ブランド、
ファッションウィークの海外発信および若手クリエイターの海外進出支援を精力的に行う。世界のファッションビ
ジネスで影響力のある500人として「BoF 500」に選出。2019年3月に国際ディレクターを退任して同4月1
日から伊藤忠商事本社に戻り、欧州・アフリカ市場向け渉外・外交担当に就任。2021年度より大阪本社
勤務。

12:20～13:10

ファッションショー「Re:born」
今年は「Re:born」というタイトルでリメイクした古着を使ってファッションショーをします。回収された古着は、
服を買えない人たちの元へ届くものもあれば、ゴミ山となって環境問題を起こしているものもあります。
L.W.Wに込められた思いは“Live with wear（服とともに生きる）”

12:30～13:00 留学体験記発表

「近大生が一年間ケニアで難民支援活動をして」

14:45～16:30

①②同時開催 ①「”ぱるる”と考える！SDGsとエネルギー」

ブロッサムカフェ

多目的ルーム

②講演

「平和と公正をミャンマーの人々に」

京都精華大学国際文化学部 グローバルスタディーズ学科 特任准教授

ナンミャケーカイン 氏

ミャンマー出身。来日して32年。ミャンマーと日本、両方を母国として捉えている。立命館大学で博士
（国際関係学）取得後、東京外国語大学で外国人特別研究員を務めた。2005年度より東京外国
語大学をはじめ関東周辺にある様々な大学で「開発経済学」「東南アジア地域研究」「現代産業事情」
などを非常勤講師として教える傍ら、通訳・翻訳も数多くこなす。2021年度より京都精華大学特任准
教授に就任し、現在は「共に生きる～異なる立場を学びながら」というゼミを持ち、在日ミャンマー人に関
することを研究している。

プ ロ グ ラ ム

■会場は収容人数の半分とし、密を避けて換気を十分に行い、さらに手指消毒の徹底、
入構・入室前の検温実施、マスク着用必須等、感染対策を十分に行い実施いたします。

■感染状況によりオンラインでの実施に変更する事もあります。

主催：（一財）日本原子力文化財団 協力：関西電力㈱

近畿大学国際学部4年生 薮田美優

スペシャルゲスト：島崎遥香 さん

1994年3月30日生まれ。2009年よりアイドルグループ
AKB48に加入し、“ぱるる”の愛称で人気を博す。
2016年にAKB48を卒業した後は女優として映画・
ドラマ・CMなどで活躍。雑誌の掲載やインスタグラムを
活用し、SDGsの目標達成に向けた活動をおこなって
いる。

エネルギー解説：㈱ユニバーサルエネルギー研究所 金田武司 氏

1962年生まれ。1985年、慶応義塾大学理工学部
卒業。1990年、東京工業大学大学院エネルギー科
学専攻博士課程を修了（工学博士）同年、㈱三
菱総合研究所に入社。2004年11月より現職。コメン
テーター・解説等、ニュース番組などに出演。

参加対象者
学生・教職員

近畿大学学生任意団体「L.W.W」

知っているようで知らないエネルギーのこと。SDGsWEEKの機会に“ぱるる”と一緒に勉強してみませんか？

実学ホール

実学ホール

［定員150名］

実学ホール

［定員150名］

ラーニングコモンズ

［定員25名］

実学ホール

［定員150名］

［定員120名］

参加可

参加可

参加可

参加可

参加可

参加不可



12/1(木)

13:15～14:15
講演

「実践！元気こそ幸せ作りの基本なれ」

近畿大学法人本部社会連携推進センター講師 日置智津子

誰もがWell-Being に繋がるには、身近な地域や組織が「“2030”アジェンダ5つのP」を共有して、相互扶助
かつ一人ひとりが自発的に心身健康管理をすることが大切です。環境変化著しい今こそ、東洋医学を応
用して元気に生きるツボをみつけましょう！
第6回みんな元気かい！（会）同時開催いたします。

14:25～15:25
講演

「真のジェンダー平等実現に向けて」

近畿大学法人本部社会連携推進センター教授 奥田祥子

真のジェンダー平等を実現するため、日本の現状を国際比較しながら理解し、多角的な視点で
考えていただく一助になればと願っています。

11/29(火)
仙台市立仙台高校 修学旅行にあたる研修旅行として35名が参加。近畿大学のSDGsの取り組みの授業を
体験。大学生がグループに参加し、それぞれの課題を考えるワークショップ形式にて開催

10:45～12:15

①②同時開催 ①「日本の人口減少とその影響について考える」（参加人数：17名）

②「気候変動が人間の健康・生命に与える影響とそれに対する対策」（参加人数：18名）

学生任意団体
企画

近畿大学総合社会学部講師 保本正芳

実学ホール

実学ホール

①ブロッサム
カフェルームA

②ブロッサム
カフェルームB

近畿大学法人本部社会連携推進センター教授 安田直史

食品ロス削減推進プロジェクト C.S.S

https://csskindai7.wixsite.com/website

テーマ：「チョコっと考えよう！消費者の知らない食品ロス」

Kindai SDGs Association(KSA)
https://note.com/kindaiksa/

テーマ：「レジンアクセサリーワークショップ」

L.W.W
https://note.com/livewithwear/

テーマ：「ZINE（自主制作雑誌）配布会」
「ファッションショー Re:born」

SDGs PLANET
https://kindaisdgs.wixsite.com/website

テーマ：「海洋プラスチックアクセサリーワークショップ」

参加対象者
一般・学生・教職員

参加対象者
仙台高校のみ

［先着50名］
※事前申込必要

［先着50名］
※事前申込必要

参加可

参加可

参加不可

参加不可


